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Ⅰ 調査の概要

南九州（鹿児島，宮崎県下）の県立埋蔵文化財センターや各市町村教育委員会，大学，博物館に

は，過去の発掘調査等で所属年代がはっきり確定されていない古人骨が保管されている。これらは，

薩摩半島南部や種子島から奄美群島にかけての島嶼部の市町村で多く，年代が確定できていないた

め，古人骨研究に用いることができなかった。そのため，既出土人骨資料の年代測定と整理を行い，

考古学的情報を確認し，今後の古人骨研究への使用に耐える資料化作業を行うことにした。

本稿はⅠ・Ⅱを竹中が，Ⅲ〜Ⅳを坂本と瀧上が，Ⅴを全員で執筆した。（竹中）

Ⅱ 測定した遺跡の概要と資料の考古学的特徴

小浜遺跡は，種子島の東海岸の北側，西之表市伊関浜走に所在する。小浜遺跡は海岸砂丘部に立

地している。付近の工事によって人骨が発見されたことをきっかけとして，1997 年に熊本大学を

中心とする調査団（小浜遺跡発掘調査団）が発掘調査を行い，3 基の墓からそれぞれ 1 体ずつ，合

計 3 体の埋葬人骨が出土している［甲元 ･ 蔵富士 1998］。1997 年調査で出土した人骨は，小浜遺跡 1

号人骨（性別不明・小児 6〜7 歳），同 2 号人骨（女性・壮年），同 3 号人骨（男性・壮年）と呼称

されている。また，採砂等の工事の際に出土した人骨は，小浜遺跡 4 号人骨（男性・壮年），同 5

号人骨（男性・壮年），同 6 号人骨（男性・熟年）と呼称されている。1997 年の調査では，副葬品

などは出土しなかったものの，墓と層位的に時期が近いと考えられた層から古墳時代並行期の上能

野式土器が出土したことから，出土人骨は古墳時代相当期のものとして報告された。

その後，小浜遺跡の 1997 年調査区から南東側に小川を挟んだ砂丘埋葬址について，2004 年と

2019 年に発掘調査が行われている。2004 年調査は，鹿児島大学を中心とする調査団（団長：中村

直子）によるもので，2004-1 号墓と 2004-2 号墓の 2 基の墓が検出され，2004-1 号墓から壮年男

性人骨 1 体が出土している［中村 2005］。副葬品は遺存していない。2004-1 号墓人骨の右寛骨片に

ついて，炭素 14 年代測定が行われ，「補正年代（炭素 14 年代）520 ± 40BP，暦年代 1420 年（交点）」

（Beta-196868）という結果が得られており，中村［2005］は小浜遺跡 2004-1 号墓が中世墓である
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可能性が高いと述べている。

2019 年の発掘調査は，鹿児島女子短期大学を中心とする調査団（団長：竹中正巳）によるもので，

覆石墓である 2004-2 号墓が調査され，壮年男性人骨が出土した［竹中ほか 2021］。やはり，副葬品

は遺存していない。（竹中）

Ⅲ 試料の採取と処理

年代測定には 1997 年に出土した小浜遺跡 1 号人骨（性別不明・小児 6〜7 歳）の左肋骨の一部

を使用した。この人骨片 1 点（試料番号：KSNIO-1）を（株）パレオ・ラボに送付して，骨コラー

ゲン抽出と，加速器質量分析法による炭素 14 年代測定（AMS-14C 法），ならびに炭素・窒素分析

を依頼した。（坂本・瀧上）

Ⅳ 測定結果

1．コラーゲン保存状態の評価　

KSNIO-1 のコラーゲン回収率（骨の乾燥重量から得られたコラーゲン乾燥重量の割合）は，4.2 ％

と良好であった（表 1）。炭素・窒素濃度から計算された C/N 比は 3.5 を示し，良好な保存状態の

範囲である 2.9〜3 .6 の範囲内［DeNiro 1985］に収まっていた。これらのデータから，KSNIO-1 か

らは良質なコラーゲンを回収できたと判断された。

2．炭素・窒素同位体比

KSNIO-1 の炭素同位体比（δ 13C）は -17 .3 ‰で，窒素同位体比（δ 15N）は 10 .0 ‰であった（表

1）。年齢は不明ながら，小児個体であるため，窒素同位体比には授乳の影響による上昇が含まれて

いる可能性が否定できない。

3．食性推定と海産資源寄与率

食物は光合成回路の違いや食物連鎖による栄養段階の違いから，異なる炭素・窒素同位体比を有

している。ヒトの体組織にも，摂取した食物の同位体比が反映されている。そこで，ヒトの体組織

の同位体比を測定して食物の値と比較することで，大まかな食性推定を行える。さらに本研究では

海産資源寄与率の計算ソフトウェアとして ISOCONC 1 .01 を用いた［Phillips and Koch 2002］。こ

の計算では，任意の 3 点の食物を選択し，ヒトの体組織の同位体比を形成可能な各食物の組み合わ

せ割合を推定することで，海産食物資源の摂取量（海産資源寄与率：ヒトが摂取した食物全体中の

海産資源の割合）を見積もることができる。なお，摂取した食物が骨コラーゲンに形成される際の

同位体分別はδ 13C で 4 .5 ‰，δ 15N で 3.4 ‰の補正をした［Kusaka et al. 2010］。陸生動物と海生

魚類の考古骨試料については，食物の組織内での同位体分別として骨と肉の値の差異をδ 13C で

3 .5 ‰の補正をした（窒素は補正なし）［Kusaka et al. 2010］。表 2 にはこれらのヒトと食物間，食物

内での体組織間の同位体分別を補正して，ヒトが摂取した食物プロテインの値を示している。

表 1 のヒトの骨の炭素・窒素同位体比を，表 2 に示す食物のタンパク質源の炭素・窒素同位体比

と比較した結果，KSNIO-1 は，C3 植物と，C3 植物を摂取した陸生動物，そして海産資源を混合し
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た食性だったと推測される（図 1）。人骨が中世の年代を示すことを考えると，ヒエ・アワなどの

雑穀の C4 植物の影響も含まれる可能性がある。しかしながら，南西諸島のサンゴ礁域に生息する

魚類は炭素同位体比が高くなるため，海生魚類と C4 植物のどちらの摂取による影響でヒトの炭素

同位体比が上昇しているのかを図から読み取るのは困難である。当該個体における炭素分画の海産

資源寄与率を計算すると 22 .6 ± 4 .2％であった。

表1　鹿児島県小浜遺跡出土人骨の骨コラーゲン抽出と年代測定及び炭素・窒素分析の結果

遺跡名 資料 性別・年齢 採取部位 試料番号
コラーゲン抽出

測定機関
番　　号

炭素14 年代 
(14CBP)処理量

 (mg)
回収量 
(mg)

回収率 
(％)

小浜遺跡 1 号人骨 不明・小児 左側頭骨 KSNIO-1 2544.54 106.37 4.2 PLD-39099 477 ± 19

試料番号
較正年代　(cal)

δ 13C  
(‰，VPDB)

δ 15N  
(‰，AIR)

炭素濃度 
(%)

窒素濃度 
(%)

C/N 比 
(mol/mol)

海産資源
寄 与 率

 (%)
1 σ 

(68.2%)
2 σ 

(95.4%)

KSNIO-1 AD 1450-1510 AD 1440-1625 -17.3 10.0 43.3 14.5 3.5 22.6 ± 4.2

食物タイプ 資料タイプ 分析数 δ 13C
 (‰，VPDB)

δ 15N 
(‰，AIR) データ報告元

C3 植物 現生 16  -20.9 ± 1.6 4.6 ± 2.4 Yoneda et al. 2004
C4 植物 現生 5  -5.5 ± 0.5 4.4 ± 1.9 Yoneda et al. 2004
陸生哺乳類 考古 2  -19.5 ± 0.1 12.8 ± 1.7 木下ほか 2020
海生貝類 現生 13  -9.8 ± 1.6 11.7 ± 2.1 Yoneda et al. 2004
海生魚類 考古 1 -4.1 　 8.2 西本編 2009

表2　食性推定及び海産資源寄与率の計算に用いた食物資源（タンパク質源）の同位体比

図1　鹿児島県小浜遺跡出土人骨の同位体比と食物資源の同位体比の比較
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4．炭素14年代

KSNIO-1 の炭素 14 年代は 477 ± 19 14C BP を示した（表 1）。

5．較正年代

暦年較正用解析ソフト（OxCal 4 .3 .2 ［Bronk Ramsey 2009］）を用いて，IntCal13 と Marine13 の

較正曲線［Reimer et al. 2013］を混合したモデルで計算を行った。混合率として上述した海産資源

寄与率を組み込んだ。地域特異的な Marine13 からの年代の偏差（ΔR 値）は 0 （14C years）と仮

定した。解析の結果，KSNIO-1 は 15 世紀中ごろから 16 世紀前半の較正年代（1 σ）を示した（表

1，図 2）。（坂本・瀧上）

図2　鹿児島県小浜遺跡出土人骨の較正年代

Ⅴ 考察

今回の小浜遺跡 1997 年調査区 1 号墓人骨についての炭素 14 年代測定結果も 15 世紀中ごろから

16 世紀前半の較正年代（1 σ）を示した。同遺跡 2004-1 号墓人骨と同様の結果である。これまで

に小浜遺跡から出土した人骨の多くが，長頭や中頭，顔面の平坦性，身長が高いなど，日本列島の

中世人と同様の特徴を多く持つことからも，所属年代が中世であることは支持される。（竹中・坂本・

瀧上）
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